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ヒメ トビ ウ ンカ のRSV保 毒 虫率

松 井 武 彦 ・上 田 康 郎

(茨城県農業試験場)

イネ縞葉枯病を総合的に防除する上で,ヒ メトビウ

ンカのRSV保 毒虫率の低減化が大きな課題である。

保毒虫率は経卵伝染と吸汁獲得によって変動するが,

特に経卵伝染率については岸本(1984),河 野(1966)ら

のデーターによれば90%台 の高率となっている。しか

し,個 体差,地 域差も大きいことが考えられる。発生

予察の保毒虫率調査と飼育試験から,茨 城県内のヒメ

トビウンカ個体群の経卵伝染率の推定を試みた。

試 験 方 法

発生予察で行っている3月 の越冬幼虫,6月 の麦の

第1世 代幼虫の保毒率の検定結果から,こ の世代間に

吸汁獲得がないものとして,経 卵伝染率を求めた。

保毒虫検定は現三重大学教授岸本良一博士の感作赤

血球凝集反応によった。

また,結 城市の現地圃場より8月 上旬第3世 代幼虫

を採集し,生 物検定においてプラスの雌10個体を累代

飼育し,4世 代後の保毒虫率を検定した。保毒虫検定

は日植防のラテックス凝集反応によった。

結果及び考察

第1世 代÷越冬世代保毒虫率を第1表 に示 した。欠

測 のデ ー ター もあ り,6地 点8年 間で標本 数 は45で あ

る。0～2.08と 変動 が大 き く,1以 上 にな った ものが

13あ った。 なかで も猿 島の地点 で は8年 の うち4年 が

1以 上 にな り,平 均 も1.323と 単 な るふ れ以 上 の値 で

あ り,移 動 に よる変 動 と考 え られ る。第1世 代 の保毒

虫 が0で あ った た め の0項 を除 く と,経 卵 伝 染 率 は

0.921(n=40)と 岸 本 の0.943に 近 い値 とな った が,総

平均 で は0.819と な った。

また,飼 育 に よる経卵伝 染率 は0.684～0.946と 個 体

差 が大 きいが,平 均 で は0.863で あ った。 前 年 の飼 育

結果 の0.811(n=8)よ りや や高 い傾 向 とな った。

移動 に よる変動 とい う要素 を含 むが,以 上 の結 果 か

ら茨 城 県 に お け る経 卵 伝 染 率 は80%台(0.87～0.82)

と岸 本 らのデ ー ター よ り0.1程 度低 い こ とが 推察 され

る。
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第1表　 ヒメ トビウンカ第1世 代/越 冬世代の保毒虫率の変 動

Takehiko MATSUI and Yasuo UEDA : Percentage of RSV viruliferous in the small brown planthopper.


